
令和 3年度                             

  茨城県豚熱経口ワクチンの散布        

茨城県では、5 月 19 日から豚熱経口ワクチンの野外散布作業を開始しました。

豚熱関連情報（No.2）のとおり、今年度から、夏季散布は行わず、前期及び後期

の 2 期の実施です。 

前期散布について 

散布期間：令和３年 5 月 19 日から 6 月 10 日まで 

散布場所：県内 13 市町 

・栃木県境寄りで、野生イノシシが生息している大子町、常陸大宮

市、城里町、笠間市、桜川市、石岡市の 6 市町 

・渡良瀬遊水地から利根川沿い河川敷の古河市、境町、五霞町、坂

東市の 4 市町 

・豚熱感染個体が確認された守谷市、取手市、常陸太田市の 3 市 

豚熱経口ワクチンについて 

   豚熱経口ワクチンは、ドイツから輸入しています。 

大きさは、４㎝×４㎝×1.5 ㎝。 

トウモロコシ粉、パラフィン、ミルクパウダー、アーモンドをココナツ油

で固めたビスケッ状の餌に 1.6ml の液状ワクチンが入ったアルミホイル包

豚熱関連情報

No.3 



が入っています。                                                

 

【関連サイト】 

茨城県農林水産部畜産課 

◆ 野生イノシシへの経口ワクチン散布について： 

野生イノシシへの豚熱経口ワクチン散布について／茨城県 (pref.ibaraki.jp) 

https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/chikusan/kachiku/csf_keikou_vac.html

